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号 外 6

平成 16 年

3 月26日（金曜日）

一

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

規
　
　
則

香
川
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
行
政
企
画
課
）

一

組
織
改
正
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
規
則
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

二

香
川
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
二
十
三
号

香
川
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
香
川
県
規
則
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
一
項
の
表
総
務
部
の
項
中
「
行
政
企
画
課
」
を
「
人
事
・
行
革
課
」
に
改
め
、
同
表
健
康
福

祉
部
の
項
中
「
県
立
病
院
・
施
設
経
営
課
」
を
「
県
立
病
院
課
」
に
改
め
、
同
表
土
木
部
の
項
中
「
、
サ

ン
ポ
ー
ト
高
松
推
進
課
」
を
削
る
。

第
三
条
情
報
政
策
課
の
項
中
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

九
　
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
交
流
拠
点
施
設
情
報
通
信
交
流
館
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
情
報
政
策
課
の
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
　
香
川
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年
香
川
県

条
例
第
一
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
人
権
・
同
和
政
策
課
の
項
第
四
号
中
「
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
」
」
を
「
香
川
県
人

権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」
に
改
め
る
。

第
四
条
総
務
学
事
課
の
項
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八
　
私
立
学
校
、
私
立
の
専
修
学
校
及
び
私
立
の
各
種
学
校
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
法
務
文
書
課
の
項
中
第
十
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り

下
げ
、
第
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七
　
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
に
係
る
事
務
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

八
　
香
川
県
行
政
手
続
条
例
（
平
成
七
年
香
川
県
条
例
第
五
号
）
の
施
行
に
係
る
事
務
の
調
整
に
関
す

る
こ
と
。

第
四
条
行
政
企
画
課
の
項
中
「
行
政
企
画
課
」
を
「
人
事
・
行
革
課
」
に
改
め
る
。

第
五
条
環
境
・
水
政
策
課
の
項
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
八
号

ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
み
ど
り
整
備
課
の
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、

第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
　
森
林
及
び
緑
化
に
関
す
る
施
策
の
企
画
及
び
調
整
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
五
条
み
ど
り
保
全
課
の
項
第
二
号
中
「
許
可
」
の
下
に
「
又
は
保
安
林
」
を
加
え
る
。

第
六
条
中
「
健
康
福
祉
部
各
課
」
を
「
健
康
福
祉
部
の
各
課
」
に
改
め
、
同
条
健
康
福
祉
総
務
課
の
項

第
十
四
号
中
「
成
人
病
」
を
「
生
活
習
慣
病
」
に
改
め
、
同
項
第
十
七
号
中
「
、
保
健
所
及
び
中
讃
福
祉

事
務
所
」
を
「
及
び
保
健
所
」
に
改
め
、
同
条
子
育
て
支
援
課
の
項
第
十
一
号
中
「
及
び
保
育
専
門
学
院
」

を
「
、
保
育
専
門
学
院
、
斯
道
学
園
及
び
亀
山
学
園
」
に
改
め
、
同
条
障
害
福
祉
課
の
項
第
八
号
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

八
　
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
、
身
体
障
害
者
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
ふ
じ
み
園
、

ふ
じ
み
園
福
祉
ホ
ー
ム
、
川
部
み
ど
り
園
、
知
的
障
害
者
相
談
所
及
び
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
こ
と
。

第
六
条
障
害
福
祉
課
の
項
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
し
、
同
条
医
務
国
保
課
の
項
第
十

号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
　
県
立
保
健
医
療
大
学
及
び
県
立
医
療
短
期
大
学
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
条
県
立
病
院
・
施
設
経
営
課
の
項
中
「
県
立
病
院
・
施
設
経
営
課
」
を
「
県
立
病
院
課
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
を
削
る
。

規

則



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

二

第
七
条
第
一
項
産
業
政
策
課
の
項
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第

十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三
　
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
交
流
拠
点
施
設
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
第
二
項
に
ぎ
わ
い
創
出
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八
　
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
交
流
拠
点
施
設
に
関
す
る
こ
と
（
他
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

第
八
条
農
政
課
の
項
第
四
号
中
「
森
林
組
合
法
」
を
「
農
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

八
十
五
号
）
に
基
づ
く
農
業
共
済
組
合
、
森
林
組
合
法
」
に
改
め
、
同
条
農
業
経
営
課
の
項
第
七
号
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

七
　
農
業
災
害
補
償
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
（
農
政
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

第
九
条
土
木
監
理
課
の
項
第
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
二
　
土
木
事
業
（
高
松
港
頭
地
区
の
整
備
に
関
す
る
事
業
を
除
く
。
）
の
執
行
に
伴
う
土
地
の
取
得

及
び
物
件
等
の
損
失
補
償
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
港
湾
課
の
項
第
四
号
中
「
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
推
進
課
」
を
「
都
市
計
画
課
」
に
改
め
、
同
条
都

市
計
画
課
の
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
　
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
都
市
計
画
課
の
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
、
香
川
県
総
合
運
動
公
園
」

を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
　
高
松
港
頭
地
区
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
建
築
課
の
項
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り

下
げ
、
第
六
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
を
第
六
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号

を
加
え
る
。

四
　
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
宅
地
造
成
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
推
進
課
の
項
を
削
る
。

第
十
一
条
第
五
項
中
「
副
課
長
、
室
長
」
の
下
に
「
、
防
災
対
策
主
幹
」
を
加
え
、
「
、
病
院
経
営
主

幹
」
を
削
る
。

第
十
二
条
第
十
四
項
中
「
、
政
策
主
幹
」
の
下
に
「
、
防
災
対
策
主
幹
」
を
加
え
、
「
、
病
院
経
営
主

幹
」
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

組
織
改
正
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
二
十
四
号

組
織
改
正
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
規
則

（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
七
年
香
川
県
規
則
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
、
香
川
県
中
讃
保
健
所
長
」
を
削
る
。

第
二
条
中
「
の
様
式
」
を
削
り
、
「
と
こ
ろ
に
よ
る
」
を
「
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、

同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
准
看
護
師
免
許
証
　
准
看
護
師
免
許
証
（
第
一
号
様
式
）

二
　
令
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
書
　
准
看
護
師
免
許
申
請
書
（
第
二
号
様
式
）

三
　
令
第
三
条
第
二
項
及
び
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
書
類
　
准
看
護
師
籍
訂
正

及
び
免
許
証
書
換
え
交
付
申
請
書
（
第
三
号
様
式
）

四
　
令
第
四
条
第
二
項
又
は
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
書
類
　
准
看
護
師
籍
登
録

抹
消
申
請
書
（
第
四
号
様
式
）

五
　
令
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
書
類
　
准
看
護
師
免
許
証
再
交
付
申
請
書
（
第

五
号
様
式
）

六
　
規
則
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
受
験
願
書
　
准
看
護
師
試
験
受
験
願
書
（
第
六
号
様
式
）

七
　
規
則
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
准
看
護
師
試
験
の
合
格
証
書
　
准
看
護
師
試
験
合
格
証
書
（
第

七
号
様
式
）

八
　
規
則
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
准
看
護
師
試
験
の
合
格
証
明
書
の
交
付
の
申
請
に
係
る

書
類
　
准
看
護
師
試
験
合
格
証
明
書
交
付
申
請
書
（
第
八
号
様
式
）

第
六
号
様
式
を
削
り
、
第
七
号
様
式
を
第
六
号
様
式
と
し
、
第
八
号
様
式
を
第
七
号
様
式
と
す
る
。



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

三

第
九
号
様
式
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
を
削
り
、
同
様
式
を
第
八
号
様
式
と
す
る
。

（
歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
一
年
香
川
県
規
則
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
、
香
川
県
中
讃
保
健
所
長
」
を
削
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
申
請
書
等
」
を
「
届
出
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
申
請
書
等
の
様
式
」
を
「

届
出
又
は
出
願
」
に
、
「
と
こ
ろ
に
よ
る
」
を
「
様
式
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、

同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
　
歯
科
技
工
所
開
設
届
出
書
（
第
一
号
様
式
）

二
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
　
歯
科
技
工
所
開
設
届
出
事
項
変
更
届
出
書

（
第
二
号
様
式
）

三
　
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
　
歯
科
技
工
所
休
止
（
廃
止
、
再
開
）
届
出
書
（

第
三
号
様
式
）

四
　
歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
出

願
　
歯
科
技
工
士
試
験
合
格
証
明
書
交
付
出
願
書
（
第
四
号
様
式
）

第
一
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
第
五
号
様
式
を
削
る
。

印



香
　
　
川
　
　
県
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平
成
十
六
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二
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（
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四

備考　１　欄内に記載事項のすべてを記載することができないときは、当該欄に「別紙のとおり」と�

　　　　記載し、別紙を添付してください。�

　　　２　歯科技工所の平面図を添付してください。�

　　　３　開設した日から１０日以内に届け出てください。�

第１号様式（第２条関係）� （日本工業規格Ａ列４番）�

歯科技工所開設届出書�

年　　　　月　　　　日�

　香川県　　　　　保健所長　殿�

開設者　住　　所�

　　　　氏　　名�

�

�

　　　　電話番号�

法人にあつては、主たる事務所の所在地、�
名称及び代表者の氏名�

　歯科技工所を開設したので、歯科技工士法第２１条第１項前段の規定により届け出ます。�

開 設 年 月 日 �

名 称 �

開 設 場 所 �

住 所 �

氏 名 �

管 理 者 �

業務に従事する者の氏名�

構 造 設 備 の 概 要 �

年　　　　月　　　　日�



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

五

備考　１　欄内に記載事項のすべてを記載することができないときは、当該欄に「別紙のとおり」と記�

　　　　載し、別紙を添付してください。�

　　　２　構造設備の概要に変更があつた場合は、変更内容を明示した平面図を添付してください。�

　　　３　変更があつた日から１０日以内に届け出てください。�

第２号様式（第２条関係）� （日本工業規格Ａ列４番）�

歯科技工所開設届出事項変更届出書�

年　　　　月　　　　日�

　香川県　　　　　保健所長　殿�

開設者　住　　所�

　　　　氏　　名�

　歯科技工所の開設届出事項に変更があつたので、歯科技工士法第２１条第１項後段の規定により届け出�
ます。�

名 称 �

所 在 地 �

変 更 年 月 日 �

変 更 事 項 �

変 更 前 �

変 更 後 �

年　　　　月　　　　日�

該当する番号を○で�
囲んでください。�

法人にあつては、主たる事務所の所在地、�
名称及び代表者の氏名�

１　開設者の住所又は氏名（法人にあつては、主たる事務所の所在地、名称�
　又は代表者の氏名）�

２　名称�

３　開設場所�

４　管理者の住所又は氏名�

５　業務に従事する者の氏名�

６　構造設備の概要�



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

六

備考　休止し、廃止し、又は再開した日から１０日以内に届け出てください。�

第３号様式（第２条関係）� （日本工業規格Ａ列４番）�

　歯科技工所を休止（廃止、再開）したので、歯科技工士法第２１条第２項の規定により届け出ます。�

名 称 �

所 在 地 �

休止（廃止、再開）年月日�

休止の場合は、その予定�
期間�

年　　　月　　　日から　　　　　年　　　月　　　日まで�
�

年　　　　月　　　　日�

歯科技工所休止（廃止、再開）届出書�

年　　　　月　　　　日�

　香川県　　　　　保健所長　殿�

開設者　住　　所�

　　　　氏　　名�

法人にあつては、主たる事務所の所在地、�
名称及び代表者の氏名�



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

七

第４号様式（第２条関係）� （日本工業規格Ａ列４番）�

歯科技工士試験合格証明書交付出願書�

年　　　　月　　　　日�

　香川県知事　殿�

出願者　住　　所�

　　　　氏　　名�

　合格証書を破損（汚損、亡失）したので、歯科技工士法施行規則第１０条の規定により合格証明書の交�
付を出願します。�

香　　川　　県　　証　　紙　　欄�
（消印してはならない。）�

合格した者�

合 格 し た 年 月 �

生 年 月 日 �

氏 名 �

本 籍 地 都 道 府 県 名 �

日本の国籍を有しない者�
にあつては、その国籍�

年　　　　月　　　　日�

年　　　　月（頃）�



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

八

（
香
川
県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
香
川
県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
香
川
県
規
則
第
五
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
庁
の
項
中
第
十
八
号
を
削
り
、
第
十
七
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第

十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
六
　
防
災
対
策
主
幹

出
先
機
関
の
項
中
第
十
四
号
を
削
り
、
第
十
五
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
六
号
か
ら
第
二
十
号
ま

で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
　
中
央
検
査
部
長

出
先
機
関
の
項
第
二
十
二
号
及
び
第
二
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
二
　
部
長

二
十
三
　
薬
剤
部
長

出
先
機
関
の
項
中
第
五
十
四
号
を
第
五
十
七
号
と
し
、
第
二
十
八
号
か
ら
第
五
十
三
号
ま
で
を
三
号

ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
十
七
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
　
教
養
部
長

出
先
機
関
の
項
中
第
二
十
六
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
第
二
十
五
号
を
第
二
十
七
号
と
し
、
第
二
十

四
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
六
　
副
学
長

出
先
機
関
の
項
第
二
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
四
　
副
薬
剤
部
長

（
調
理
師
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
調
理
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
四
年
香
川
県
規
則
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
、
香
川
県
中
讃
保
健
所
長
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
正
副
二
通
」
を
「
正

本
一
通
及
び
写
し
一
通
」
に
改
め
る
。

第
八
条
を
削
る
。

第
九
条
の
見
出
し
を
「
（
申
請
書
の
様
式
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
書
類
の
様
式
」
を
「
申
請
書
」

に
、
「
と
こ
ろ
に
よ
る
」
を
「
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、

同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

一
　
令
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
書
　
調
理
師
名
簿
訂
正
及
び
免

許
証
書
換
え
交
付
申
請
書
（
第
四
号
様
式
）

二
　
令
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書
　
調
理
師
名
簿
登
録
消
除
申
請
書
（
第
五
号
様
式
）

三
　
令
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
書
　
調
理
師
免
許
証
再
交
付
申
請
書
（
第
六
号
様
式
）

第
四
号
様
式
を
削
る
。

第
五
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

」
を
削
り
、
同
様
式
備
考
を

次
の
よ
う
に
改
め
、
同
様
式
を
第
四
号
様
式
と
す
る
。

第
六
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

」
を
削
り
、
同
様
式
備
考
を

次
の
よ
う
に
改
め
、
同
様
式
を
第
五
号
様
式
と
す
る
。

第
七
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

」
を
削
り
、
同
様
式
備
考
を

次
の
よ
う
に
改
め
、
同
様
式
を
第
六
号
様
式
と
す
る
。

（
香
川
県
土
木
事
務
所
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
香
川
県
土
木
事
務
所
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
香
川
県
規
則
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
の
表
香
川
県
高
松
土
木
事
務
所
の
項
中
「
維
持
第
一
課
　
維
持
第
二
課
」
を
「
維
持

課
」
に
改
め
、
同
表
香
川
県
坂
出
土
木
事
務
所
の
項
及
び
香
川
県
善
通
寺
土
木
事
務
所
の
項
中
「
都
市

整
備
課
　
用
地
課
」
を
「
用
地
課
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
四
項
及
び
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
た
だ
し
書
中
「
、
香
川
県
坂
出
土
木
事
務
所
及

び
香
川
県
善
通
寺
土
木
事
務
所
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
七
項
か
ら
第
十
項
ま

で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

（
香
川
県
災
害
対
策
本
部
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条
　
香
川
県
災
害
対
策
本
部
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
香
川
県
規
則
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

第
９
条
関
係
　
　
　
第
８
条
関
係
　
　
　
　
　
　

備
考
　
次
の
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

調
理
師
免
許
証

戸
籍
謄
本
、
戸
籍
抄
本
そ
の
他
の
変
更
の
原
因
た
る
事
実
を
証
す
る
書
類

第
９
条
関
係
　
　
　
第
８
条
関
係
　
　
　
　
　
　

備
考
　
調
理
師
免
許
証
を
添
付
す
る
こ
と
。

第
９
条
関
係
　
　
　
第
８
条
関
係
　
　
　
　
　
　

備
考
　
破
つ
た
場
合
又
は
汚
し
た
場
合
は
、
そ
の
免
許
証
を
添
付
す
る
こ
と
。

印印印



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

九

う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
動
員
班
の
部
中
「
総
務
部
行
政
企
画
課
」
を
「
総
務
部
人
事
・
行
革
課
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
健
康
福
祉
部
の
部
中
「
県
立
病
院
・
施
設
経
営
班
」
を
「
県
立
病
院
班
」
に
、
「
健
康
福

祉
部
県
立
病
院
・
施
設
経
営
課
」
を
「
健
康
福
祉
部
県
立
病
院
課
」
に
改
め
る
。

（
栄
養
士
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条
　
栄
養
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
八
年
香
川
県
規
則
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
、
香
川
県
中
讃
保
健
所
長
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
正
副
二
通
」
を
「
正

本
一
通
及
び
写
し
一
通
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
号
様
式
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
香
川
県
立
病
院
財
務
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条
　
香
川
県
立
病
院
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
香
川
県
規
則
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
県
立
病
院
・
施
設
経
営
課
」
を
「
県
立
病
院
課
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
県
立
病
院
・
施
設
経
営
課
の
」
を
「
県
立
病
院
課
の
」
に
、
「
県
立
病
院
・
施
設
経
営
課
長
」
を

「
県
立
病
院
課
長
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
三
第
一
項
中
「
県
立
病
院
・
施
設
経
営
課
」
を
「
県
立
病
院
課
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
十
四
条
第
一
項
、
第
十
五
条
第
三
項
、
第
三
十
六
条
、
第

五
十
二
条
並
び
に
第
七
十
一
条
中
「
県
立
病
院
・
施
設
経
営
課
長
」
を
「
県
立
病
院
課
長
」
に
改
め
る
。

第
七
十
四
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
に
、
「
当
該
企
業
」

を
「
当
該
業
務
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
号
様
式
の
二
備
考
２
及
び
第
三
十
号
様
式
の
三
備
考
中
「

」
を

「

」
に
改
め
、
「

」
を
削
る
。

（
香
川
県
公
有
財
産
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条
　
香
川
県
公
有
財
産
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
香
川
県
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
同
項
に
定
め
る
室
の
課
長
並
び
に
」
を
削
る
。

第
二
十
四
条
中
「
者
に
、
」
を
「
者
に
」
に
、
「
を
提
出
さ
せ
」
を
「
に
関
係
図
面
そ
の
他
の
参
考

と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
提
出
さ
せ
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
使
用
者
」
を
「
、
そ
の
使
用
者
」
に
、
「
を
提
出
さ
せ
」
を
「
に
関
係
図

面
そ
の
他
の
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
提
出
さ
せ
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
者
に
、
」
を
「
者
に
」
に
、
「
を
提
出
さ
せ
」
を
「
に
関
係
図
面
そ
の
他

の
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
提
出
さ
せ
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
と
き
は
、
」
の
下
に
「
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
借
受
者
に
」
を
加
え
、
「
を

提
出
さ
せ
」
を
「
に
関
係
図
面
そ
の
他
の
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
提
出
さ
せ
」

に
改
め
る
。

第
十
二
号
様
式
及
び
第
十
四
号
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

「

第
十
六
号
様
式
中
　
　
　
　
　
　
　
　
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次

」

の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考
　
次
の
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

栄
養
士
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
養
成
施
設
の
卒
業
証
明
書
若
し
く
は
卒
業
証
書
の

写
し
及
び
履
修
証
明
書
又
は
栄
養
士
法
及
び
栄
養
改
善
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和

６０
年
法
律
第
７３
号
）
附
則
第
５
条
第
１
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

戸
籍
謄
本
若
し
く
は
戸
籍
抄
本
若
し
く
は
住
民
票
の
写
し
（
戸
籍
の
表
示
又
は
本
籍
の
な

い
者
及
び
本
籍
の
明
ら
か
で
な
い
者
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
）
又

は
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写
し

備
考
　
次
の
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

栄
養
士
免
許
証

戸
籍
謄
本
、
戸
籍
抄
本
そ
の
他
の
変
更
の
原
因
た
る
事
実
を
証
す
る
書
類

備
考
　
栄
養
士
免
許
証
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

備
考
　
破
つ
た
場
合
又
は
汚
し
た
場
合
は
、
そ
の
免
許
証
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

印印印印

県
立
病
院
・
施
設
経
営
課

県
立
病
院
課
　
　
　
　
　
　
が
で
き
る

備
考
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
　
借
受
料

４
　
参
考
事
項

５
　
参
考
事
項



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

一
〇

第
十
八
号
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（
香
川
県
開
発
登
録
簿
の
閲
覧
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条
　
香
川
県
開
発
登
録
簿
の
閲
覧
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
香
川
県
規
則
第
四
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
」
を
「
香
川
県
土
木
部
建
築
課
」
に
改
め
る
。

（
庁
舎
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条
　
庁
舎
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
香
川
県
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
中
十
の
項
か
ら
十
二
の
項
ま
で
を
削
り
、
九
の
項
を
十
二
の
項
と
し
、
八
の
項
を
十
一
の
項
と

し
、
七
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

八
　
香
川
県
森
林
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県
森
林
セ
ン
タ
ー
所
長

九
　
香
川
県
東
部
林
業
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県
東
部
林
業
事
務
所
長

十
　
香
川
県
西
部
林
業
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県
西
部
林
業
事
務
所
長

別
表
十
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
三
　
香
川
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
、
香
川
　
香
川
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
長

県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
西
部
子
ど
も

相
談
セ
ン
タ
ー

別
表
中
十
八
の
項
を
削
り
、
十
九
の
項
を
十
八
の
項
と
し
、
二
十
の
項
か
ら
三
十
の
項
ま
で
を
一
項

ず
つ
繰
り
上
げ
、
三
十
一
の
項
及
び
三
十
二
の
項
を
削
り
、
三
十
三
の
項
を
三
十
の
項
と
し
、
三
十
四

の
項
か
ら
三
十
七
の
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

別
記
様
式
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
に
注
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条
　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
七
年
香
川
県
規
則
第
二
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
、
香
川
県
中
讃
保
健
所
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
副
本
」
を
「

写
し
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
に
注
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
五
号
様
式
中
「

」
を
削
る
。

第
六
号
様
式
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
号
様
式
及
び
第
九
号
様
式
に
注
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条
　
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
香
川
県
規
則
第
四

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
、
香
川
県
中
讃
保
健
所
」
を
削
る
。

第
一
号
様
式
、
第
四
号
様
式
及
び
第
五
号
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（
母
子
保
健
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条
　
母
子
保
健
法
施
行
細
則
（
平
成
二
年
香
川
県
規
則
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

備
考
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

備
考
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

注
１
　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
書
類
及
び

図
面
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

注
１
　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
第
３
条
第
２
項
に
規
定
す
る
書
類
及
び

図
面
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
者
　
　
　
届
出
者

注
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

注
１
　
事
業
場
の
図
面
及
び
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
１６
条
の
３
各
号

に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

注
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

備
考
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

年
令
及
び
性
別

注
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

印



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

一
一

「

「

第
三
号
様
式
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

に
改
め
る
。

」

「

「

第
四
号
様
式
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
削
り
、

」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
様

」

」

式
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
（
表
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
注
）１
　
＊
の
欄
は
、
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
生
順
位
　
第
　
　
　
子
　
性
別
　
男
・
女
　
　
　
　
　
出
　
生
　
順
　
位

第
　
　
　
　
　
　
　
子

（
年
　
　
月
　
　
日
生
）

未
熟
児
と
の
続
柄

職
　
　
業

職
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
熟
児
と
の
続
柄



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

一
二

世　　　帯　　　調　　　書�

（表）�

申請者氏名�

世帯構成員の氏名�未熟児と�
の 続 柄 �

生年月日� 職　業�
(勤務先 )

所得税額�＊　　　�
階層区分�

備　考�

未熟児氏名�
（本　人）�

未
　
熟
　
児
　
の
　
属
　
す
　
る
　
世
　
帯
　
構
　
成�

世
帯
外
扶
養
義
務
者�

氏

名

住

所

氏

名

住

所

�



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

一
三

第
六
号
様
式
（
裏
）
（
注
）
７
の

中
「

」
を
削
る
。

第
七
号
様
式
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
号
様
式
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
九
号
様
式
（
注
）
、
第
十
号
様
式
（
注
）
及
び
第
十
一
号
様
式
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
二
号
様
式
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条
　
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
平
成
二
年
香
川
県
規
則
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
六
条
第
四
項
を
削
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
よ
り
」
を
「
申
込
者
及
び
そ
の
者
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
扶
養
義
務
者
の
課

税
の
状
況
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
よ
り
」
を
「
前
項
の
課
税
の
状

況
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
、
香
川
県
中
讃
福
祉
事
務
所
」
を
削
る
。

「

「

第
一
号
様
式
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
削
り
、

」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
様
式

」

」

（
注
）
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
三
号
様
式
（
表
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

、
県
中
讃
福
祉
事
務
所
長

（
注
）１
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
は
、
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び

名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
「
未
熟
児
輸
送
用
の
自
動
車
の
有
無
」
欄
は
、
該
当
す
る
も
の
の
番
号
を
○
で
囲
ん
で
く

だ
さ
い
。

３
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
注
）１
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
は
、
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び

名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
注
）１
　
届
出
者
の
住
所
及
び
氏
名
は
、
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び

名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
注
）１
　
申
出
者
の
住
所
及
び
氏
名
は
、
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び

名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

受
領
者

（
年
　
　
月
　
　
日
生
）

と
　
の

職
　
　
業

続
　
柄

受
領
者

職
　
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
の

続
　
柄



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

一
四

世　　　帯　　　調　　　書�

（表）�

申請者氏名�

世帯構成員の氏名� 児童と�
の続柄�

生年月日� 職　業�
(勤務先 )

所得税額�＊　　　�
階層区分�

備　考�

児 童 氏 名 �
（本　人）�

児
　
童
　
の
　
属
　
す
　
る
　
世
　
帯
　
構
　
成�

世
帯
外
扶
養
義
務
者�

氏

名

住

所

氏

名

住

所

�



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

一
五

第
三
号
様
式
（
裏
）
（
注
）
７
の

中
「

」
を
削
る
。

「

「

第
六
号
様
式
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
削
り
、

」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
様
式

」

」

（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
号
様
式
に
（
注
）
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
九
号
様
式
（
注
）
及
び
第
十
号
様
式
（
注
）
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
十
九
号
様
式
の
二
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
九
号
様
式
の
三
及
び
第
十
九
号
様
式
の
四
に
（
注
）
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
十
号
様
式
（
注
）
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
十
一
号
様
式
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
二
号
様
式
（
そ
の
二
）
（
注
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
五
号
様
式
及
び
第
二
十
六
号
様
式
に
（
注
）
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（
生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条
　
生
活
保
護
法
施
行
細
則
（
平
成
二
年
香
川
県
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
、
香
川
県
中
讃
福
祉
事
務
所
」
を
削
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
三
号
中
「
精
神
病
入
院
要
否
意
見
書
」
を
「
精
神
疾
患
入
院
要
否
意
見
書
」
に
改
め
る
。

「

第
十
二
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
、

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
様
式
別
紙
一
（

」

」

（
注
）１
　
＊
の
欄
は
、
記
入
し
な
い
こ
と
。

２
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
注
）１
　
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

建
物
の
平
面
図
、
立
面
図
及
び
配
置
図

収
支
予
算
書

設
置
す
る
者
の
履
歴
及
び
資
産
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
書
類

法
人
又
は
団
体
に
あ
っ
て
は
、
定
款
、
寄
附
行
為
そ
の
他
の
規
約

保
育
所
を
設
置
す
る
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
附
置
し
よ
う
と
す
る
児
童
福

祉
施
設
の
名
称
及
び
種
類
並
び
に
当
該
児
童
福
祉
施
設
と
の
共
用
部
分
を
記
載
し
た
書
類

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
注
）１
　
建
物
の
変
更
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
平
面
図
、
立
面
図
及
び
配
置
図
を
添
付
す
る
こ
と
。

２
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
注
）
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

申
請
者
　
住
　
所

町
役
場
受
付
年
月
日
　
　
　
町
受
付
年
月
日

氏
　
名

申
請
者
　
住
　
所

氏
　
名

（
本
人
が
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。
）

（
注
）
申
請
者
の
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
課
税
の
状
況
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

（
注
）
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
注
）１
　
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

条
例
、
定
款
そ
の
他
の
基
本
約
款

収
支
予
算
書

事
業
計
画
書

２
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
県
中
讃
福
祉
事
務
所
長

受
領
者

（
年
　
　
月
　
　
日
生
）

と
　
の

職
　
　
業

続
　
柄

受
領
者

職
　
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
の

続
　
柄

印



「

を
」

「

に
、

」

「
発
行
取
扱
者
　
　
　
　
　
　
」
を
「
発
行
取
扱
者
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
、
「
発
行
取
扱
者
　
　
　
　
　
　
」

を
「
発
行
取
扱
者
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
号
様
式
（
そ
の
一
）
（
表
）
中
「
香
川
県
　
　
　
　
事
務
所
長
　
　
　
　
　
　
」
を
「
香

川
県
　
　
　
　
事
務
所
長
　
　
　
　
　
　
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
号
様
式
（
そ
の
二
）
（
表
）
中
「
香
川
県
　
　
　
　
事
務
所
長
　
　
　
　
　
　
」
を
「
香

「
指
定
施
術
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

川
県
　
　
　
　
事
務
所
長
　
　
　
　
　
　
」
に
、

印
　
を

名
及
び
住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

指
定
施
術
者

に
改
め
る
。

名
及
び
住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

第
五
十
四
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
、
「

「

」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

」

（
香
川
県
獣
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条
　
香
川
県
獣
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
（
平
成
四
年
香
川
県
規
則
第
三
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
八
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
　
香
川
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

印

印

印

印印

印印

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

一
六

表
）
及
び
別
紙
二
（
表
）
中
「

」
を
削
る
。

第
十
三
号
様
式
（
そ
の
一
）
中
「

」
を
「

」
に
、
「

「

」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「
取
扱
者
　
　
　
　
」
を
「
取
扱
者
」
に
改

」

め
る
。

第
十
三
号
様
式
（
そ
の
二
）
中
「

」
を
「

」
に
、
「

「

」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

」

第
十
四
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
、
「

「

」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

」

第
二
十
八
号
様
式
（
裏
）
（
注
意
）
１
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
号
様
式
（
表
）
中
「

」
を
「

」
に
、

「

を
」

「

に
、

」

「
発
行
取
扱
者
　
　
　
　
　
　
」
を
「
発
行
取
扱
者
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
号
様
式
（
表
）
中
「

」
を
「

」
に
、

「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、

受
理
年
月
日
　
　
　
受
付
年
月
日
　
　
　
　
氏
名

氏
名

（
本
人
が
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。
）

受
理
年
月
日
　
　
　
受
付
年
月
日
　
　
　
　
氏
名

氏
名

（
本
人
が
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。
）

町
役
場
受
付
年
月
日
　
　
　
町
受
付
年
月
日
　
　
　
　
氏
　
名

氏
　
名

（
本
人
が
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。
）精
神
病
　
　
　
精
神
疾
患

福
祉
事
務
所
受
理
年
月
日
　
　
　
福
祉
事
務
所
受
付
年
月
日

※
本
庁
技
術
吏
員
の
意
見

※
審
議
会
の
判
定

※
本
庁
技
術
吏
員
の
意
見

精
神
病
入
院
要
否
意
見
書
　
　
　
精
神
疾
患
入
院
要
否
意
見
書

福
祉
事
務
所
受
理
年
月
日
　
　
　
福
祉
事
務
所
受
付
年
月
日
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
生

年
　
　
月
　
　
日

受
理
年
月
日
　
　
　
受
付
年
月
日

町
役
場
受
付
年
月
日
　
　
　
町
受
付
年
月
日
　
　
　
　
氏
　
名

氏
　
名

（
本
人
が
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。
）

印

印

印印印

印

※
本
庁
技
術
吏
員
の
意
見

※
審
議
会
の
判
定

※
本
庁
技
術
吏
員
の
意
見

印



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

一
七

第
五
条
第
二
項
中
「
知
事
が
必
要
と
認
め
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を

加
え
る
。

一
　
健
康
診
断
書
（
第
二
号
様
式
）

二
　
学
業
成
績
表

三
　
大
学
の
学
長
又
は
学
部
長
の
推
薦
書

第
八
条
中
「
第
二
号
様
式
」
を
「
第
三
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
号
様
式
」
を
「
第
四
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
四
号
様
式
」
を
「
第
五
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
第
五
号
様
式
」
を
「
第
二
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



備考　次に掲げる書類を添付すること。�

　　　健康診断書（第２号様式）�

　　　学業成績表�

　　　大学の学長又は学部長の推薦書�

第１号様式（第５条関係）�

修　学　資　金　貸　付　申　込　書�

年　　月　　日�

　　香川県知事　　　　　殿�

　　香川県獣医学生修学資金の貸付けを受けたいので、次のとおり申し込みます。�

申込者　住所　　　　　　　　　　　�

　　　　氏名�

　　　　電話番号　　　　　　　　�

印�

印�

ふ り が な � 住 所 �

生 年 月 日 �

現 在 学 年 �

入 学 年 月 日 �

卒業予定年月�

本人との関係�

職 業 �

生 年 月 日 �

本人との関係�

職 業 �

生 年 月 日 �

本 人 氏 名 �

大 学 所 在 地 �

大 学 名 �

貸付希望期間�

住 所 �

氏 名 �

電話番号�

住 所 �

氏 名 �

電話番号�

連
　
帯
　
保
　
証
　
人�

年　　月　　日�

学年�

年　　月　　日�

年　　　　　月�

年　　　　月から　　　　　　　　年　　　　月まで　�

�

�

年　　月　　日�

�

�

年　　月　　日�

印�

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

一
八



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

一
九

第
五
号
様
式
を
削
り
、
第
四
号
様
式
を
第
五
号
様
式
と
し
、
第
三
号
様
式
を
第
四
号
様
式
と
し
、
第

二
号
様
式
を
第
三
号
様
式
と
し
、
第
一
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

第２号様式（第５条、第16条関係）�

健　康　診　断　書�

既
往
症

�

自
覚
症
状�

胸

部

所

見

�

赤

沈

�

検

尿

�

血

圧
�

年　　　月　　　日�

異常なし�

異常所見�

異常なし�

異常所見�

　上記のとおり診断します。�

　　　　　　年　　月　　日�

印�

医師　住所�

　　　氏名�

１時間値　　　　　　　　　mm�

糖　　　　　　　　　　　蛋白　　　　　　　　　　　潜血�

最高　　　　　　　　　　mmＨg�

最低　　　　　　　　　　mmＨg

たん�

住　　所�

ふりがな�
氏　　名�

生年月日�

エックス�

線 検 査�

打 聴 診�

そ の 他�

特記事項�



平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所
　
　
香
　
　
川
　
　
県
　
　
庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

古紙配合率70％
白色度70％再生紙を使用しています

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日

（
号
外
六
）

二
〇

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http://www. pref. kagawa. jp/

（
香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条
　
香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
規
則
第
九
十
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
女
性
・
保
護
課
」
を
「
女
性
課
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
第
七
号
を
第
八
号

と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
　
児
童
の
一
時
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
第
四
項
中
「
女
性
・
保
護
課
」
を
「
女
性
課
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
児
童
及
び
」
を

削
る
。

（
香
川
県
保
健
福
祉
事
務
所
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条
　
香
川
県
保
健
福
祉
事
務
所
規
則
（
平
成
十
四
年
香
川
県
規
則
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
香
川
県
東
讃
保
健
福
祉
事
務
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

香
川
県
中
讃
保
健
　
生
活
福
祉
総
務
課
　
健
康
福
祉
課
　
保
健
対
策
第
一
課
　
保
健
対
策
第
二

福
祉
事
務
所
　
　
　
課
　
衛
生
課
　
試
験
検
査
室
　
環
境
管
理
室

第
二
条
生
活
福
祉
総
務
課
の
項
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一

号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
九
号
中
「
統
計
、
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
　
保
健
、
医
療
及
び
福
祉
に
係
る
統
計
に
関
す
る
こ
と
（
香
川
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
を
除
く
。
）
。

第
二
条
健
康
福
祉
課
の
項
第
七
号
中
「
保
健
対
策
課
」
を
「
香
川
県
東
讃
保
健
福
祉
事
務
所
及
び
香

川
県
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
に
あ
っ
て
は
保
健
対
策
課
、
香
川
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
に
あ
っ
て
は

保
健
対
策
第
二
課
」
に
改
め
、
同
条
保
健
対
策
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

保
健
対
策
第
一
課

一
　
保
健
、
医
療
及
び
福
祉
に
係
る
統
計
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
保
健
対
策
課
の
項
各
号
（
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項

保
健
対
策
第
二
課

一
　
保
健
対
策
課
の
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

第
二
条
衛
生
課
の
項
中
第
十
二
号
を
削
り
、
第
十
三
号
を
第
十
二
号
と
し
、
同
条
環
境
管
理
室
の
項

中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
　
水
質
検
査
に
関
す
る
こ
と
（
香
川
県
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
に
限
る
。
）
。

第
五
条
の
表
香
川
県
東
讃
保
健
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
総
務
課
、
健
康
福
祉
課
、
保
健
対
策
課
、
衛

生
課
及
び
試
験
検
査
室
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

香
川
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
総
務
課
、
健
康
福
祉
課
、
保
　
香
川
県
中
讃
保
健
所

健
対
策
第
一
課
、
保
健
対
策
第
二
課
、
衛
生
課
及
び
試
験
検
査
室
に
勤

務
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員

（
香
川
県
保
健
所
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条
　
香
川
県
保
健
所
規
則
（
平
成
十
四
年
香
川
県
規
則
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
の
表
香
川
県
中
讃
保
健
所
の
項
中
「
総
務
課
　
保
健
予
防
課
　
保
健
指
導
課
」
を
「

生
活
福
祉
総
務
課
　
健
康
福
祉
課
　
保
健
対
策
第
一
課
　
保
健
対
策
第
二
課
」
に
、
「
環
境
管
理
室
」

を
「
試
験
検
査
室
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
香
川
県
東
讃
保
健
所
」
の
下
に
「
、
香
川
県
中
讃
保
健
所
」
を
加
え
、
同
条
第

三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
る
。

第
三
条
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
上
げ
る
。

第
四
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り

上
げ
る
。

（
香
川
県
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
推
進
事
務
所
規
則
及
び
香
川
県
中
讃
福
祉
事
務
所
規
則
の
廃
止
）

第
二
十
一
条
　
次
に
掲
げ
る
規
則
は
、
廃
止
す
る
。

一
　
香
川
県
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
推
進
事
務
所
規
則
（
平
成
五
年
香
川
県
規
則
第
二
十
三
号
）

二
　
香
川
県
中
讃
福
祉
事
務
所
規
則
（
平
成
十
四
年
香
川
県
規
則
第
五
十
八
号
）

附
　
則

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
第
一
条
、
第
四
条
、
第
七
条
、
第
九
条
及
び
第
十
一
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
（
第
十
三
条
を
除
く
。
）

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
各
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
修
正
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。


